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“世界の宝”「明治日本の産業革命遺産」が、世界遺産に登録決定！！ 

去る 7 月 5 日に、ユネス

コ世界遺産委員会が、日本か

ら登録審査の申請があった

「明治日本の産業革命遺産」

の審査結果を登録決定と発

表した。その中のひとつに、

静岡県伊豆の国市にある韮

山反射炉が含まれており、一

躍脚光を浴びることとなり、

“世界の宝”であるその姿を

見る為に、連日多くの来場者

で大変な賑わいである。さら

に嬉しいことにその反射炉か

ら富士山も眺望することがで

きるので、まさに二つの世界

遺産を同時に見られるので

す。実に素晴らしいことです。 

 

「鯖 街道」日本遺産認定 ～若狭を世界に売り込むチャンス～ 

御食国（みけつくに）若狭と、京都をつないだ鯖街道が今年 4 月 24 日に日本遺産第 1

号に認定された。鯖街道の起点である小浜市と、同街道の代表的な宿場町「熊川宿」があ

る若狭町の住民は大変な喜びようで「歴史や文化が評価された」と歓迎し、太鼓とかねの

音が響く中、みこしを引いて祝賀ムードを盛り上げた。 

 古来より御食国の一つである若狭の豊富な海の幸は、美物（うましもの）と呼ばれ、都

に運ばれた。「京は遠ても十八里」。海と都をつなぐ交流の道は人や物が盛んに行き交い、

若狭の地に多様な往来文化が生まれて来た。若狭地方最大の秋祭り「放生祭」をはじめ、

伝統芸能の狂言などは、京都伝来の民俗行事である。また、小浜市はその昔から小京都と

も呼ばれており、京都や奈良とのつながりを色濃く残す社寺が数多くあります。 

更には若狭町上中地域には、その当時の御食国の祖といわれる「膳臣」（かしわでのお

み）一族の墳墓と推定される大規模な古墳群が点在する。それに併せて、鯖街道最大の中

継地「熊川宿」には、今日でも伝統的な建造物が連なり、歴史的な景観を保っている。 

 今回の日本遺産認定は、このように都の食を支えてきた歴史や、伝統文化、風土が評価

されたものであります。 

 
 

平成 27 年 8 月 22 日発行 

第 245 号 

事務局    〒411-0833 静岡県三島市中 247－5－B101 武長敏彦 様方  

TEL/FAX 055-976-3925 MAIL t-takenaga.mi@ezweb.ne.jp 

静岡福井県人会会報  



 

2 静岡福井県人会 http://shizuoka-fukui.org 

 

福井県は「幸福度 日本一」 

 福井県は文武両道の教育環境。学力・体力全国トップクラス！！ 

平成 26 年度全国学力・学習状況及び体力・運動能力などの調査結果は次の通りです。  

 

 

 

静岡県内に、現在有する他県の県人会の方々と、今後交流することについて、

学力学習状況調査結果 

各科目別正答率（小学 6 年生） 

国語 

（知識） 

全国 

福井県 

72.9％ 

74.6％（9 位） 

国語 

（活用） 

全国 

福井県 

55.5％ 

61.8％（3 位） 

算数 

（知識） 

全国 

福井県 

78.1％ 

83.1％（2 位） 

算数 

（活用） 

全国 

福井県 

58.2％ 

64.1％（2 位） 

各科目別正答率（中学 3 年生） 

国語 

（知識） 

全国 

福井県 

79.4％ 

83.0％（2 位） 

国語 

（活用） 

全国 

福井県 

51.0％ 

55.9％（1 位） 

算数 

（知識） 

全国 

福井県 

67.4％ 

74.3％（1 位） 

※7 年連続 

算数 

（活用） 

全国 

福井県 

59.8％ 

66.9％（1 位） 

※2 年連続 

 

体力・運動能力調査結果 

体力合計点（小学 5 年生） 

男子 全国 

福井県 

53.9 点 

57.8 点（1 位） 

女子 全国 

福井県 

55.0 点 

59.4 点（1 位） 

体力合計点（中学 2 年生） 

男子 全国 

福井県 

41.6 点 

45.8 点（1 位） 

女子 全国 

福井県 

48.5 点 

53.1 点（1 位） 
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会員の皆さん如何思われますか？        －役員会で参加に決定－ 

（新潟県、石川県、滋賀県、福岡県、などと） 

 

この議案の発端は、去る５月某日の静岡新聞の紙面に、静岡新潟県人会が総会を開く案

内の記事が掲載され、その記事を私共の会員が偶然見つけて、その末尾に書かれた連絡先

に電話をいれ、その人と話し合いの結果、後日お会いすることとなった。その時の話では

今後お互いに交流を深めていくことに致しましょう・・となった。 

更に、その人から石川県人会に人に、知人がいると言われたので、その人にも電話連絡

で話したところ、同じような内容の話となった。そこから更に、滋賀県の人、福岡県の人、

などの知人にも連絡することとなった。それらの各県人会の人達は、一様にお互いの交流

を深めて行きたいものだ・・との意向であった。 

 そうならば私共の県人会と、それら４県の県人会の人達とが一度集まって話し合いをし

ましょうということで、各県人会から３名程度参加して、去る７月４日の夕方から、静岡

駅構内の食事処で開かれた。その関では、先ず自己紹介と、今回までに至る経緯の説明と、

今後のお互いの交流を深め合うことに賛意を示された。でも、この議案は夫々の県人会に

持ち帰って、会としての了解を得なければならない事項である為、この主旨をよく説明し

て、会員に理解され、了解されたあと、賛意を得た県人会だけが、再度集まりましょう・・

と。その期限を１０月１０日までと決めた。更に、それに参加することになった県人会だ

けで、協議会を設立する。その会の名称（仮）は、「静岡県内全国県人会協議会」としま

す。その協議会設立の為の準備委員会を設け、本会の目的、構成、などを規約として定め、

更に会の運営方法や、方策、今後の取り組みなどについて話し合うこととした。 

その為、準備委員として各県人会から２～３名が参加することとした。 

第１回目の委員会を開く日程を１０月２５日（日）と決めた。 

 

私共、静岡福井県人会として、 

去る８月２２日に開催の役員会で、今回の議案について協議した結果、この協議会に 

 

参加    と決定した。 

以上 
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故里、福井の魅力再発見の旅を！！貸切バスで巡る企画です。 

 

秋の紅葉シーズンに、県内でも紅葉で有名な観光地の九頭竜湖の素晴らしさ。湖面全体が

鮮やかなブルー色と、それを取り囲む山々が、紅色、黄色に・・・。豊かな自然の美しい

景色を、是非皆さんの目で確かめてください。 

そこまでの途中に少し足をのばして、岐阜県で観光地として有名な白川郷合掌集落を見学

することにしましたので楽しんでください。 

夕方に福井市内に入り、ひとまず市内のシティーホテルへ。 

夕食は、駅近くの食事処で、日本海の新鮮な魚介類を充分に堪能して下さい。その席に、

西川県知事が同席される予定にしておりますが、都合は？？です。 

その翌日は、駅から近い養浩館庭園、福井市立郷土歴史博物館、と福井県庁へ表敬訪問す

ることにしております。帰路の途中、武生にある越前和紙の里で、和紙の出来るまでを見

学することにしております。その後は一路静岡へ。 

尚、行先で他に希望する場所がある人は、可能な場合もありますので役員にご連絡くださ

い。 

 

詳細は  ①旅行の工程は、行程表の通り 

     ②日程は 11 月 8 日(日)から 9 日（月）の 1 泊 2 日の行程 

     ③費用は約３０，０００円程度（参加人数による） 

 

 



 

5 静岡福井県人会 http://shizuoka-fukui.org 

 

今後、予定している主な行事のご案内 

 

今年も厳しく暑かった夏もあと少し、この残暑を乗り切れば、涼しい秋風に吹かれての、

行楽、食欲、読書などのシーズンが待っています。 

私共県人会では、秋から色々な行事を企画しておりますので、会員の皆さん“久しぶり”

の方もおられるでしょう。なるべく大勢の方に参加して頂き、顔を合わせにお出かけして

ください。（行事は以下の通りです。） 

 

その①つは、 

 中部地区グループの方が中心に、企画された行事のご案内 

  由比が誇る地元の名物、桜えびの料理と、今も宿場町の面影が残る、その由比宿を散

策するコースです。 

天才浮世絵師、安藤広重がこよなく愛したこの街。距離にして約３．５キロの街を、

地元のガイドが案内してくれます。 

その途中には、広重美術館で浮世絵を見学し、更に由比の名刹、地蔵院へも立ち寄り

ます。 

昼食は、食事処で由比特産の、桜えび料理を充分にご賞味いただけます。 

まさに、由比を満喫するベストコースですので、中部地区の方はもとより、東部、西

部地区の方も是非参加して下さい。 

詳細は、１）実施日    １０月２５日(日) 

    ２）集合場所   JR 由比駅に 

    ３）集合時間   午前９時５０分までに、出発は１０時です。  

    ４）会費     一人 ５，５００円 

（集合場所までは各位ご負担願います） 

      ５）所要時間   約 4 時間程度 

      ６）申込み〆切  ９月３０日までに、幹事に電話連絡を。 

      【幹事】中村正明 090-6337-1923  山下光男 090-3449-4490 

          上澤房子 090-5851-7824  内田文江 090-4799-3266 

 

 

その②つは、 

 この会報の４ページに載せてありますが、本会の行事として“故里福井の魅力再発見”

の旅を企画しました。紅葉の九頭竜湖、養浩館、越前和紙などと、岐阜県の白川郷合掌

村などを見学するバスでの旅行です。 

詳細は、１）実施日    １１月８日(日)から９日（月）の１泊 2 日 

    ２）定員     先着２０名位まで 

    ３）会費     一人 約３０，０００円程度 

    ４）申込み〆切  １０月２０日迄に、役員に電話連絡を。  

                        （役員全員が幹事です） 



 

6 静岡福井県人会 http://shizuoka-fukui.org 

 

その③つは、 

 東部地区グループの方が中心に、企画された行事のご案内 

 この行事は、1 部（昼間の部）と 2 部（夜の部）に分けての企画です。 

その 1 部は、伊豆方面で紅葉が有名な名所と、湯の町をそぞろ歩きです。 

中伊豆でも、特に有名な名刹、修禅寺のすぐ奥にある庭園が、東海道随一とも言われ

る素晴らしい景観で、これを見られるのが 1 年に 1 回だけで、それも 2 週間だけなの

です。それを是非ご覧ください。 

次に、街近くにある竹林の小径を楽しみ、そして皆さんよくご存知の弘法大師によっ

て湧出された霊泉、独鈷の湯、その湯の街をそぞろ歩いて風情を楽しみましょう。 

昼食は、この地の名物修善寺そばをご賞味ください。 

その 2 部は、1 部が終わったあと、夕方より三島駅前のいつもの食事処「なごみ亭」

で食事会を忘年会も兼ねて行います。 

温かく美味しい料理と、故里の銘酒を是非味わってください。 

詳細は、１）実施日    １１月２８日（土) 

    ２）集合場所   1 部は 午前 10 時に 

             2 部は 午後 5 時に 

    ３）集合時間   1 部、2 部共に 三島駅に 

    ４）会費     1 部は 1 人２，０００円（食事代） 

             2 部は 1 人４，０００円程度 

当日は、自家用車での移動の予定です。 

１部だけの参加、２部だけの参加、でも宜しいですが、出来るだけ１部、２部とも、

オール参加をお願いしたいです。 

東部地区の方はもとより、中部、西部地区の方も是非参加して下さい。 

      【幹事】三宅 明 090-6644-3693  武長敏彦 090-3442-7782 

          北川 達 090-5039-5451 

 

◇◇◇平成 27年度 年会費納入者のご報告◇◇◇ 

今年度の年会費（3,000 円）の納金者のご報告で、本年 5 月発行の会報に記載したあとに

繰り込まれた方々を掲載しました。(7 月末日現在です) 

この会報掲載を以って領収書に替えさせて頂きます。有難うございました。 

平成２７年度会費納入者（敬称は省略いたします） 

 天谷 昇  荒木直二  飯田昭夫  一瀬英憲  井村幸弘 

上田 憲  大嶋政春   太田 太  大橋 忠  岡崎登貴雄   

奥村秀生  川上幸雄  川野澄江  窪田直和  窪田靖子  

米野正則  島田晴美  鈴木昭夫  田村昌興  前田賢一   

道場初枝  南  弘  茂木光子  森永泰信  林 与志男 

深水 實  山路喜春  吉田真也  吉田典昭  吉村金嶺  

藁科 保 

 


